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発表要旨

• 医学部5年生の山本大貴君が開発したゼブラフィッシュ研究
用画像解析ソフト「ZF-Mapper」が国際学会誌Zebrafish 
Journalに掲載されました。



山本大貴君（5年生）のご紹介

医学部入学後、プログラミングに目覚め独学でプログラミング言語
pythonを習得

興味のある分野は、medicalAI,深層強化学習、IoT, クラウド
エッジコンピューティング etc

島田先生にスカウトされ、本プロジェクトに参加されていただきました

本当はいきなり研究室にやってきました

今はバーチャルリアリティーやってもらっています

バイト目的だそうです



ゼブラフィッシュとは

• メダカみたいな小型魚類

• 世界中でネズミやウサギに替わる実験動物として使用

• 脊椎動物として、臓器の構造・ゲノム配列がヒトと似ている

• いろいろな疾患モデルが作られている

• 安い

A=zebrafish、 B=human Roche – Drawn to science、 zebrafish



三重大ゼブラフィッシュ
• これまで私たちのグループは数々のゼブラフィッシュを用いた研究成果を
発表してきました。

記者会見

「食行動を制御する遺伝子と医薬品のハイスピード探索法開発
（2012/12/27）」
「新たな白血病幹細胞治療薬の高速探索法開発（2014/1/21）」
「がん治療の新たな光となる新規治療標的遺伝子を発見（2014/9/18）」
「羽毛原料の安全性品質評価技術の開発（2019/1/31）」

その他、国際学会論文40報以上



これまでの問題点

赤いがん細胞がどれくらい増えた？
どこで増えた？あるいは減った？

実験例（がん細胞移植試験）

画像解析ソフトで赤い部分だけを抽出し、定量化

１枚ずつ手作業で（あるいはマクロを組んで）解析する

とにかく時間がかかってしんどい



これまでの問題点

• 無料の画像解析ソフトは使いにくい！

• 有料の画像解析ソフトは高い！

無料でシンプルな使いやすいソフトを
作ってしまおう！！

ついでに世界に無料公開してみんなに
使ってもらおう！！

複数のゼブラフィッシュ画像を
解析できるソフト（３００万円）



ZF-Mapperのご紹介

たとえば、赤色（緑もできます）の閾値を３０に
指定

あとは解析したい画像を何枚でもまとめてアイ
コンにドラッグ＆ドロップ



ZF-Mapperでできること①

Merged

Threshold > 20

ZF-Mapper

X axis

EGFP

たとえば、ゼブラフィッシュ体内に
存在する緑色にラベルされたマク
ロファージの分布解析や



ZF-Mapperでできること②
Day 1

Day 3

Day 6

Tail region

全身のがん細胞量

尾部のがん細胞量

ゼブラフィッシュ体内に
移植されたがん細胞量
の変化を解析



ZF-Mapperでできること③

Tg (mpeg1:EGFP), 6 dpf

体内の緑色にラベルされた細胞の3D化



ZF-Mapperはすべて無料公開
https://github.com/YShimada0419/ZF-Mapper/releases

GitHub（昨年Microsoftに8200億円買

収）というウェブサイトでソース公開・フリー
ダウンロード中です。

使い方はいたって簡単。インストールも得
に要りません

でも念のため、使い方動画も同じサイトで
公開中です。



ZF-Mapperの使い方動画
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